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事業所名 グループホーム あかり   

令和 5 年度 第 1 回 運営推進会議開催報告書 

開催日時 令和 5年 5月 19 日（金）  

参 加 者 議   題 

利用者        9 名 

利用者家族      2 名 

地域住民の代表者   0 名 

市職員         １名 

はたやま地域包括支援 

センター職員      １名 

柊訪問看護ステーション  １名 

みゆきファーマーシー薬剤師 １名 

事業所          3 名 

その他関係者     1 名 

(1) 入居者状況 

(2) 活動状況（3 月、4月） 

(3) 今後の予定（5月、6 月） 

(4) 苦情・事故・ヒヤリハット報告 

(5) 身体拘束の適正化について 

(6) ご意見・要望・提案・助言 

(7) その他 

 

会    議    録 

 

事業所の特色 

   あかり理念 「心で通じる共想いケア」 

         私達は感謝の気持ちと相手を思いやる心で、共想いケアを実践します 

 認知症の症状をもった入居者様がそれぞれの役割を発揮し共同生活を送ることに 

 よって、安定した生活を送れるように支援することを目的としてます。 

  一人ひとりの生活リズムに合わせてその人らしさ、また持っている潜在能力を発揮 

 出来るように努め、共に歩むパートナーとして笑顔あふれる寄り添いのケアを目指し

ています。 

 

（1）入居者状況   

4 月 30日現在 8名（男性：3 名、女性：5名） 

要介護 1：2名  要介護 2：3名  要介護 3：2 名 

要介護 4：1名  要介護 5：0名  

平均要介護度 2.55  平均年齢 85.6 歳 

   ※1名要介護 4女性 2 月 27 日に陶生病院に入院。3月 7 日に逝去されました。 

   ※1名要介護 3男性 3 月5 日に新入居されました。 

   ※1名要介護 2女性 4 月 11 日新入居されました。 

   ※1名要介護 5女性 4 月 14 日当施設で逝去されました。 

 

（2）活動状況（3 月、4 月） 

・三浦内科クリニック往診 3 月 27日(月)、4 月 26日(水) 

・柊訪問看護ステーション訪問 3 月 1 日(水)、8 日(水)、22 日(水) 

15 日(水)（訪問リハビリ） 

４月 5日(水)、19日(水)、26 日(水) 

13 日(木)（訪問リハビリ） 
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・青木歯科往診 3 月 2 日(木)、30 日(木) 

22 日(水)（歯科衛生士） 

4 月 6 日(木)、20 日(木) 

26 日(水)（歯科衛生士） 

・みゆきファーマーシー訪問 毎週１回（居宅療養管理指導…薬セット管理） 

・ハート治療院訪問 週１～２回（希望者にマッサージ治療） 

・訪問理美容 4 月 24日(月) 

・外部評価                    4 月 15日(土) 

 

行事  

・お誕生日会 1名 

 お誕生日会 2名  

・たこ焼きパーティー 

3 月 4 日(土) 

3 月 25日(土) 

3 月 14日(火) DS共想いの家と合同 

  ・花見（八幡神社）       3 月 29 日(水) 

  ・ちらし寿司作り        4 月 28 日(金) 

 

（3）今後の予定（5月、6 月） 

  ・5 月 端午の節句、お誕生日会 

  ・6 月 訪問理美容（6 月 26 日）、お誕生日会 

 

（4）苦情・事故・ヒヤリハット報告 

  ・苦情      0 件 

  ・事故      4 件：3月中句：入浴前血圧再検せず、入浴を実施。 

              3 月上旬：入浴前血圧再検せず、入浴を実施。 

             3 月上旬：朝、居室の床に横になっていた。 

                 （トイレに行こうと立ち上がったがバランス崩され 

た様子） 

              4 月中旬 ：義歯装着せず朝食召し上がられていた。 

                                     

・ヒヤリハット  1件：4 月下旬：朝、ベッドのサイドレールに両足を乗せていた。 

 

（5）身体拘束の適正化について 

・身体拘束なし 

・身体的拘束適正委員会 

 →高齢者虐待防止のための介護職のマナー向上 

 「③身体拘束についてⅢ」をドリル方式で回答する 

  回答後振り返りをおこない、身体拘束の適正化について再認識を図る。 

 

（6）ご意見・要望・提案・助言 

  ※あかりで行ったお看取り葬について… 

   関係者様より 

    「終の住処(すみか)」に住んで最期まで施設の中で送り出すことが大事。 

    実際にあかりでお看取り葬を行った。（iPad 見て様子を説明） 
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    お線香を使用不可（火の使用不可）のため献花をした。 

    認知症を持った人だからではなく、共に過ごした一人の仲間として対応する。 

    お看取り葬を行うことは地域の連携が必要になってくる。 

    今回、ホーム管理者と家族の意向でお看取り葬を行ったが実現したが、家族、本

人の終の住処だった。落ち着いた頃に、入居日からの写真「フォトブック」を作

成しお渡しして思い出を振り返っていただき本人、家族の思いを繋げていきた

い。 

 

   ご家族様よりお看取り葬を行ってみて…感想  

    母（本人）があかりを家だと思って生活していた。 

    本人にとってあかりが居場所だった。入院中もなんとかあかりに戻したかった、 

    あかりの本人の居室で皆に囲まれてお葬式が出来たことがとても嬉しかった。 

   ➡ご家族様がお看取り葬について、この気持ちを皆に話したいと参加して下さいま

した。 

             

  ※本日の感想 

市職員から 

 貴重なご意見が沢山聞けて良かった。 

 

   はたやま地域包括支援センターから 

    ご利用者様皆さんも一緒に参加しつつみ隠す事なく対応していて良かった。 

 

   医師会担当者様から  

       ・ご自分の住み慣れたところで最期を迎えることが出来るところがよかった。 

    ・ボランティアさん、サポーターさんと地域の人との関わり取り組みが今後何か

出来たらと思った。 

 

   みゆきファーマーシー（薬剤師）から 

    利用者様も会議に一緒に参加し雰囲気がよかった。 

 

   柊訪問看護ステーション（看護師）から 

    ・〇〇さんとは、入院前と同じ様に関わりができてよかった（退院後）。 

    ・お看取り葬について…とても良い取り組みだった。献身的に行われてよかっ

た。 

    ・今後も緊急時に対応していきたい。 

  

   入居者ご家族様から 

    「あかり通信」を見ると安心する、近隣に住んでいる息子宛にも送ってくださり

ありがたい。感謝です。 

       

  管理者から 

     ・「あかり通信」を毎月作成することは大変だが、ご家族様のことを考えると

継続して本人、家族、事業所間の橋渡しになればと思っています。 
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     成年後見人さんからは、コロナ禍なかなか訪問出来無いが、本人の様子がわか

りとても助かっているとの声を聞きます。 

    ・認知症だから…と思わず、生活していく中で、本人が出来ることを見つける。 

     出来ないところは補い、本人が持っている潜在能力を活かしていきたい。本人

は何がしたいのか、何が出来るかを見つけていきたい。 

    ・今後は地域で取り組むためにどうすべきかを考えていきたい。 

     

（7）その他 

・介護職員の PCR 検査について 

3 月に 1回、実施しました。検査結果は、全員陰性でした。 

 

 

 

                   

次回開催予定  令和 5年 7 月 21 日(金) 14：00～  

             

 


